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O
京
措
帝
国
大
串
削
教
授
静
岡
均
氏
は
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
九
日
付
を

以
て
本
畢
助
教
授
に
任
ぜ
ら
る
。

。
昭
和
+
五
年
摩
損
費
樋
任
其
品
開
内
定
せ
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教
授
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山
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行
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カ
ル
一
ア
ル
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報

静
岡
助
教
授

佐
波
助
敬
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谷
助
教
授

静
岡
助
教
授
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O
本
年
度
本
皐
部
入
車
志
望
者
二
百
凡
十
二
名
の
と
こ
ろ
試
験
の
結
果
二

宵
六
十
九
名
入
閣
型
を
許
可
せ
り
。

鰹

清

畢

曾

二
月
例
富
二
月
廿
四
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
梁
友
曾
舘
に
骨
て
開
催

哉
の
如
き
興
味
あ
る
報
告
が
行
ほ
れ
た
。

一

江

戸

時

代

の

担

抑

止

策

堀

江

助

教

授

江
戸
時
代
に
於
て
幕
府
及
び
封
建
詩
侯
が
探
り
或
は
採
ら

F
る
を
得
な

か
っ
た
経
開
政
策
を
各
部
門
に
分
っ
て
詳
説
さ
れ
い
、
最
後
に
そ
れ
ら
の
経

済
政
策
の
も
つ
封
建
的
及
び
近
代
的
契
槽
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
本
誌
本
競
を
参
照
せ
ら
れ
た

L
o

二

蒙

誼

に

酔

け

る

漢

人

の

農

業

的

謹

出

菊

田

太

郎

氏

長
械
線
に
泊
ふ
地
帯
は
、
自
然
的
に
滑
岸
地
帯
と
内
陣
地
帯
、
と
の
墳
で

あ
る
外
、
人
文
的
に
も
遊
牧
本
位
の
蒙
古
人
骨
曹
と
農
耕
本
位
の
漢
人
世

骨
、
と
の
境
界
と
し
て
、
重
要
な
る
地
位
を
占
品
る
。
そ
し
て
、
最
近
で
は

漢
人
が
こ
の
境
界
を
超
え
て
北
に
渡
展
し
て
ゐ
る
が
、
模
商
が
袈
古
人
枇

骨
の
存
在
を
前
提
と
す
る
に
劃

L
、
塑
植
旬
、
ち
農
業
的
建
出
は
、
遊
牧
地

帯

m
農
地
化
、
蒙
古
人
の
腕
遂
と
な
り
、
意
味
が
深
刻
で
あ
る
。
現
在
、

察
市
、
管
北
雨
政
府
智
下
彰
一
時
〈
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
管
下
に
於
い
て
も

醜
旗
部
印
ち
蒙
古
人
人
口
三
十
高
、
脇
市
部
帥
ち
漢
A
人
口
約
二
百
五
十

寓
な
る
割
合
を
示
す
白
は
、
主
と
し
て
塑
植
の
結
果
で
あ
る
。
撲
人
農
業

経
替
の
質
際
を
見
る
に
、
(
一
)
北
支
と
等
し
き
主
殿
方
式
、
(
二
)
局
部
的

に
よ
〈
震
設
し
た
漉
慨
、
(
一
二
)
大
地
主
制
、
(
四
)
農
民
の
移
動
性
を
特
徴

俸
五
十
巻
い
円
五
一
一
一
七
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棄

報

ー
と
す
る
。
漢
人
白
か
与
る
臨
時
植
と
家
古
人
の
北
逗
と
は
、
自
然
の
均
衛
白

破
接
、
蒙
古
人
の
牧
地
尚
少
を
意
味
し
、
し
か
も
北
支
白
人
日
過
剰
は
僅

か
緩
和
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
東
亜
新
秩
序
の
立
場
か
ら
新
じ
〈
検
討
調
整

古
る
べ
き
一
問
題
で
あ
ら
う
。
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江
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